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前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
二
月

二
十
六
日
に
、
前
田
家
第
十
六
代
御
当
主
で
あ
っ
た
前
田
利
為
侯
が

設
立
し
た
公
益
財
団
法
人
で
す
。
利
為
侯
は
大
正
十
二
年
の
関
東
大

震
災
に
よ
り
多
く
の
文
化
財
が
焼
失
し
た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
前
田
家
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
確
実
に
伝
え

る
こ
と
を
意
図
し
て
財
団
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

当
初
財
団
の
目
的
は
、
加
賀
前
田
家
に
伝
来
す
る
貴
重
な
古
典
籍

を
原
装
複
製
し
て
研
究
機
関
等
に
広
く
無
償
頒
布
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
『
尊
経
閣
叢
刊
』
が
刊
行
さ
れ
、
そ

の
数
は
大
正
十
五
年
六
月
の
『
古
語
拾
遺
』
か
ら
昭
和
二
十
七
年
七

月
の
『
建
治
三
年
記
』
ま
で
六
十
四
点
に
及
び
、
現
在
で
も
国
文

学
・
歴
史
学
な
ど
の
研
究
資
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
財
団
は
前
田
家
よ
り
所
蔵
文
化
財
の
寄
贈
を
受
け
、
そ

の
保
存
管
理
が
主
要
な
事
業
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
に
入
っ
て

『
尊
経
閣
叢
刊
』
を
引
き
継
ぐ
複
製
刊
行
事
業
が
企
画
さ
れ
、
八
木

書
店
の
御
協
力
を
得
て
、『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
の
編
纂
刊
行

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
十
二
月
の
第
一
輯

第
一
冊
『
西
宮
記
』
の
刊
行
以
来
、
専
門
研
究
者
の
御
尽
力
を
賜
り

な
が
ら
、
全
十
一
輯
計
九
十
二
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
第
十
二
輯
と
し
て
、
財

団
が
所
蔵
す
る
平
安
文
学
の
代
表
的
作
品
「
土
佐
日
記
」「
枕
草
子
」

「
源
氏
物
語
」
の
貴
重
な
写
本
九
点
を
、
高
精
細
カ
ラ
ー
版
で
影
印

刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
国
宝
「
土
佐
日
記
」
及
び

重
文
「
源
氏
物
語　

定
家
本
」
の
二
点
は
、
原
寸
大
に
て
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
こ
の
出
版
を
契
機
と
し
て
、
国
文
学
を
は
じ
め
と
す
る

研
究
の
進
展
に
寄
与
で
き
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
、
第
十
二
輯
の
編
集
委
員
及
び
解
説
執
筆
を
お
引
き
受

け
下
さ
っ
た
伊
倉
史
人
先
生
、
久
保
木
秀
夫
先
生
、
高
田
信
敬
先
生
、

『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』
刊
行
継
続
に
御
理
解
・
御
協
力
下
さ
っ

た
八
木
書
店
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

前
田
育
徳
会

尊
経
閣
文
庫
理
事
長

　

刊
行
の
辞　
　
　
　
　

�

石
田
寛
人　

土佐日記 藤原定家筆【国宝】

尊
経
閣
文
庫
に
つ
い
て

　
「
尊
経
閣
文
庫
」
は
正
式
に
は
公
益
財
団
法

人
前
田
育
徳
会
の
通
称
で
あ
る
。
前
田
育
徳
会

の
前
身
で
あ
る
育
徳
財
団
は
、
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
二
月
二
十
六
日
、
加
賀
前
田
家
第

十
六
代
当
主
前
田
利
為
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。「
尊

経
閣
文
庫
」
は
、
収
蔵
品
の
中
核
と
も
い
う
べ
き

第
五
代
当
主
前
田
綱
紀
の
蔵
書
名
「
尊
経
閣
蔵

書
」
に
因
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
文
庫

が
収
蔵
・
管
理
す
る
文
化
財
は
、
大
別
し
て
美
術

工
芸
品
・
典
籍
文
書
類
・
建
造
物
か
ら
成
り
、
そ

の
う
ち
国
指
定
文
化
財
は
、
国
宝
二
十
二
件
・
重

要
文
化
財
七
十
七
件
を
数
え
、
わ
が
国
の
特
殊
図

書
館
（
古
典
文
庫
）
の
中
で
は
質
量
と
も
に
群
を

抜
い
て
い
る
。
架
蔵
す
る
典
籍
文
書
類
は
、
国
書

約
七
千
五
百
部
、
漢
籍
約
四
千
百
部
、
古
文
書
約

三
千
五
百
点
を
数
え
、
一
定
条
件
の
も
と
で
研
究

者
の
閲
覧
に
供
し
て
い
る
。
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尊
経
閣
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
古
典
籍
群
な
く
し
て
平
安
文
学
研
究
、
引
い

て
は
日
本
古
典
文
学
研
究
は
成
り
立
ち
得
な
い
。
今
、
例
え
ば
『
土
佐
日
記
』『
枕

草
子
』『
源
氏
物
語
』
と
い
う
、
わ
ず
か
三
作
品
の
名
を
掲
げ
る
だ
け
で
、
そ
れ
は

異
論
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
違
い
な
か
ろ
う
。

　

精
巧
に
し
て
稀
覯
を
以
て
知
ら
れ
る
『
尊
経
閣
叢
刊
』
が
、
一
九
二
六
年
に
刊

行
開
始
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年
、『
土
佐
日
記
』『
枕
草
子
』
を
含
ん
だ
同
叢

刊
の
各
解
題
も
、
そ
の
後
の
長
き
に
亘
る
諸
先
学
の
研
究
成
果
を
反
映
さ
せ
て
、

批
判
的
、
建
設
的
、
徹
底
的
に
見
直
さ
れ
て
然
る
べ
き
段
階
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た『
尊
経
閣
叢
刊
』に
は
収
め
ら
れ
な
か
っ
た『
源
氏
物
語
』定
家
本
の
花
散
里
・

柏
木
両
巻
も
別
途
複
製
刊
行
さ
れ
、
研
究
上
不
可
欠
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
続

け
て
い
る
が
、
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
の
そ
の
複
製
本
で
は
、
墨
色
の
違
い
そ
の
他
の
書

誌
情
報
を
厳
密
に
判
別
す
る
こ
と
は
、
実
は
非
常
に
困
難
だ
っ
た
。

　

こ
の
た
び
右
三
点
を
含
め
た
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
の
平
安
文
学
に
関
わ
る
逸
品
中

の
逸
品
、
重
要
極
ま
る
古
典
籍
九
点
が
、
高
精
細
カ
ラ
ー
版
で
、
つ
い
に
新
た
に

影
印
化
さ
れ
る
。
加
え
て
最
新
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
の
、
詳
細
な
解
題
も
そ

れ
ぞ
れ
に
備
わ
る
。
結
果
的
に
『
源
氏
物
語
』
関
連
書
目
が
中
心
と
な
っ
た
が
、

厳
選
に
厳
選
を
重
ね
た
上
で
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。
至
高
の
古
典
籍

の
数
々
を
、
誰
し
も
が
親
し
く
間
近
に
閲
覧
で
き
る
と
い
う
、
こ
の
上
な
い
機
会

が
提
供
さ
れ
る
。

　

各
作
品
に
関
す
る
研
究
は
言
う
に
及
ば
ず
、
書
誌
学
・
文
献
学
・
古
典
学
・
書

学
そ
の
他
の
諸
分
野
に
益
す
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
ろ
う
。
ほ
ん
の
一
例
、『
源
氏
物

語
』
定
家
本
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
現
存
五
帖
の
影
印
す
べ
て
が
こ
れ
で
備
わ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
『
土
佐
日
記
』
定
家
筆
本
は
、
紀
貫
之
自
筆
本
の
復

元
に
際
し
重
要
な
役
割
を
果
た
す
一
方
で
、
奇
跡
的
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
条
件

が
揃
わ
な
け
れ
ば
、
平
安
文
学
の
作
者
自
筆
本
の
復
元
な
ど
は
、
実
際
に
は
極
め

て
困
難
な
の
だ
と
い
う
冷
徹
な
現
実
を
突
き
付
け
も
す
る
。
対
象
に
厳
密
で
あ
ろ

う
と
し
、
方
法
論
に
自
覚
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
研
究
者
必
備
の
書
で
あ
る
。

　

本
影
印
シ
リ
ー
ズ
に
収
め
ら
れ
る
書
目
そ
れ
ぞ
れ
が
、
か
け
が
え
の
な
い
個
性

を
有
す
る
。
し
か
し
そ
の
個
性
を
見
極
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ど
れ
だ
け
伸
ば
し

て
い
け
る
か
は
、
本
影
印
を
熟
視
熟
読
す
る
諸
氏
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
古

典
籍
一
点
一
点
に
つ
き
、
着
眼
点
を
異
に
す
れ
ば
異
に
す
る
だ
け
の
論
点
が
浮
上

し
て
く
る
。
本
影
印
シ
リ
ー
ズ
に
は
様
々
な
研
究
可
能
性
が
あ
る
。
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貫
之
自
筆
の
『
土
佐
日
記
』
を
定
家
が
書
写
、

巻
末
に
貫
之
の
筆
跡
を
臨
模
し
た
重
要
資
料
を
原
寸
大
で
影
印

〔
解
説
〕
伊
倉
史
人

　

文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
藤
原
定
家
は
蓮
華
王
院
に
伝
来
し
た
紀
貫

之
筆
本
を
書
写
す
る
。
七
十
四
歳
と
い
う
老
齢
を
押
し
て
二
日
間
の
う

ち
に
写
し
た
と
い
う
。
そ
の
奥
書
に
は
、
装
丁
、
料
紙
、
紙
数
、
法
量
、

書
写
の
形
式
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
貫
之
自
筆
本
の
姿
を
彷
彿
と
さ

せ
る
。
ま
た
、
巻
末
に
模
写
さ
れ
た
貫
之
の
筆
跡
は
、
貫
之
の
自
筆
資

料
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
現
在
極
め
て
貴
重
。
定
家
息
為
家
が
貫
之
自

筆
本
を
忠
実
に
書
写
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
書
に
は
独
自
の
校
訂

が
加
え
ら
れ
て
い
て
、
定
家
が
『
土
佐
日
記
』
を
ど
う
読
も
う
と
し
て

い
た
の
か
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
仮
名
遣
い
も
改
め
ら
れ
て
お
り
、

定
家
仮
名
遣
い
の
研
究
上
、
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

�

土
佐
日
記　

藤
原
定
家
筆　

一
帖　

文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
写

【
国
宝
】

土佐日記　紀貫之（平安時代前～中期の歌人）作。土佐守の
任期を満了した貫之が、承平 4年（934）12 月 21 日に土佐
国府を出、翌年 2月 16 日に帰京するまでの行程と感慨とを、
土佐守に随行する女性に仮託して記した、日記体の紀行文。

内箱（蒔絵箱）



5

�
・
�

枕
草
子
一
・
二　
四
帖

鎌
倉
時
代
中
期
写
【
重
要
文
化
財
】

枕草子　清少納言（平安時代中期の随筆家、歌人）による随筆。
一条天皇の中宮・皇后である藤原定子に仕える後宮生活に
おける体験・見聞・感想などを、300 余りの章段に分けて
記す。鋭敏な知性と美的感覚が随所に見える。

平
安
期
に
遡
る
可
能
性
を
秘
め
た

多
く
の
独
自
本
文
を
有
す
る
古
写
本

〔
解
説
〕
久
保
木
秀
夫

内箱（蒔絵箱）

　

伝
二
条
為
氏
筆
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
書
写
。
本
文
異
同
の
錯
綜
極
ま
る
『
枕
草
子
』

諸
本
に
あ
っ
て
、
定
家
本
（
三
巻
本
）・
能
因
本
・
堺
本
と
共
に
一
種
を
成
す
の
が
、

ま
さ
に
今
回
影
印
化
さ
れ
る
尊
経
閣
本
、
通
称
前
田
家
本
で
あ
る
。
他
の
三
種
の
い

ず
れ
と
も
異
な
る
独
自
本
文
を
大
量
に
有
し
、
か
つ
同
種
の
伝
本
は
一
本
も
な
い
と

い
う
、
天
下
の
孤
本
と
し
て
比
類
な
き
貴
重
さ
を
誇
る
。
現
存
の
四
半
本
四
帖
は
そ

れ
ぞ
れ
「
は
型
」
章
段
・「
も
の
」
型
章
段
・
随
想
的
章
段
・
日
記
的
章
段
で
ま
と
め

ら
れ
、
各
帖
内
部
で
も
か
な
り
整
然
と
し
た
章
段
配
列
と
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
改
行

の
仕
方
や
項
目
の
配
置
の
仕
方
、
字
間
の
取
り
方
と
い
っ
た
当
該
本
の
書
写
形
式
が
、

そ
の
ま
ま
本
文
・
章
段
・
構
成
等
の
解
釈
や
把
握
に
結
び
つ
い
て
い
く
と
こ
ろ
も
存

す
る
。
換
言
す
れ
ば
活
字
化
・
校
訂
化
さ
れ
る
以
前
の
当
該
本
の
姿
を
よ
く
よ
く
観

察
・
検
討
・
考
察
等
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
本
中
に
屹
立
す
る
「
前
田
家
本
」

の
深
い
理
解
が
初
め
て
可
能
に
な
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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源
氏
物
語
一
～
七　
定
家
本
／
伝
為
家
・
為
氏
筆
本

伝
国
冬
等
筆
本
／
源
氏
物
語
釈

源
氏
物
語
系
図
／
原
中
最
秘
抄

�
～
102

　

花
散
里
・
柏
木
の
二
帖
。
青
表
紙
本
系
統
の
源
流

の
一
つ
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
あ
ま
た
の
『
源
氏
物

語
』
諸
本
中
書
写
時
期
・
書
写
者
の
判
明
す
る
最
古

写
本
と
し
て
価
値
が
高
い
。
高
解
像
度
の
影
印
に
よ

り
書
き
入
れ
・
訂
正
等
、
書
物
の
細
部
に
わ
た
る
様

態
が
確
認
で
き
、『
源
氏
物
語
』
本
文
の
分
析
や
古
典

学
者
藤
原
定
家
の
書
写
活
動
を
具
体
的
に
解
明
す
る

上
で
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
な
お
書
誌
学
的
徴
証
か

ら
、
若
紫
・
花
散
里
・
行
幸
・
柏
木
の
四
帖
が
過
去

の
あ
る
時
期
に
一
括
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
、
柏
木
の
料
紙
検
討
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
さ

ら
に
未
知
の
一
帖
を
加
え
た
五
帖
が
ま
と
ま
っ
て
い

た
こ
と
を
推
定
で
き
る
。

一

定
家
本　
鎌
倉
時
代
前
期
写【
重
要
文
化
財
】

青
表
紙
本
系
統
の
源
流
！

最
重
要
古
写
本
を
原
寸
大
で
影
印

〔
解
説
〕
高
田
信
敬

花散里

源氏物語　紫式部（平安時代中期の物語
作者、歌人）作の長編物語。全 54 巻か
ら成り、主人公光源氏の恋愛と栄華の
生活を描く第一部、源氏苦悩の晩年を
描く第二部、源氏死後の縁者たちの人
生を描く第三部におよそ分けられる。
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本文見本：B5 判

源
氏
物
語
定
家
本　

柏
木�

三
三

（ 1オ）
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二
・
三

伝
為
家
・
為
氏
筆
本　

源
氏
物
語
伝
為
家
筆
本

　

既
に
簡
潔
な
紹
介
と
校
合
に
よ
る
本
文
の
提
示
は
行
わ
れ
て

い
る
が
、
典
籍
そ
れ
自
体
の
具
体
相
把
握
や
本
文
・
書
き
入
れ
・

訂
正
等
の
確
認
も
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、
高
水
準
の
複
製
に

よ
り
飛
躍
的
な
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
中
期

に
遡
る
青
表
紙
本
七
帖
・
河
内
本
五
帖
は
、
伝
本
研
究
資
料
と

し
て
極
め
て
貴
重
で
あ
り
、
静
嘉
堂
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
僚
巻
と

合
わ
せ
て
得
ら
れ
る
知
見
が
多
い
。

桐壺松風朝顔常夏

篝火真木柱御法匂宮

紅梅橋姫蓬生鈴虫

〔
解
説
〕
高
田
信
敬

伝
為
家
筆
本
＝
鎌
倉
中
期
の
古
写
本
、
青
表
紙
本
七
帖
・
河
内
本
五
帖

伝
為
氏
筆
本
＝
特
異
な
装
訂
の
古
写
本
、
鎌
倉
中
期
の
青
表
紙
本
一
帖
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源
氏
物
語
伝
為
氏
筆
本

　

椎
本
一
帖
。
伝
為
家
筆
本
と
同
様
、
簡
略
な
説
明
と
校
異
提
示

の
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
本
文
の
具
体
的
な
あ
り
方
は
今
回
の

複
製
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
と
な
る
。
鎌
倉
時
代
中
期
の
青

表
紙
本
と
し
て
本
文
研
究
上
の
価
値
が
高
い
の
み
な
ら
ず
、
伝

為
氏
筆
本
は
打
ち
紙
二
枚
貼
り
合
わ
せ
と
推
さ
れ
る
料
紙
を
用

い
、
ま
た
中
世
の
一
般
的
な
六
半
升
形
本
よ
り
か
な
り
大
き
い

の
で
、
書
誌
学
的
に
も
興
味
深
い
伝
本
で
あ
る
。

➡

【高精細カラー版】尊経閣善本影印集成の製作工程

❶ 原本撮影 ＊前田育徳会・八木書店

古典籍・古文書に最適な撮影技術を用い
て、高精度なデジタル撮影を行い、可能
な限り豊富な原本情報の再現を図る。

❷ レイアウト ＊八木書店

DTP ソフト（Adobe InDesign）
を用いて、影印本文のトリミ
ング・柱表示・ノンブル等の
割付を行い、校正刷で確認の上、
組版データを入稿。

❸ 製版～色校正 ＊天理時報社

撮影 RAW データを CMYK 4 版に
変換し、高精度の印刷用画像を生成

（イクオス・スーパーセル 260 線）。色調
整を済ませて、本番に使用する印刷
機・印刷用紙で全頁の校正刷を印刷。

❹ 原本照合 ＊前田育徳会・八木書店

原本と本紙色校正との色照合を実施。要
調整箇所については校正刷に指示を記
入。これを元に印刷用データを調整。

❺ 印刷 ＊天理時報社

最新のハイブリッド UV シス
テムを使用。インキは UV 光
照射による速乾性で、最終的
な仕上がりを即時に確認可能。
八木書店の担当者も立ち会い、
点検・調整の上、印刷を進行。

❻ 製本 ＊博勝堂

糸かがり、上製クロス装とし、日常の連
用・長期保存に耐える堅牢な製本に。

➡

➡

➡

➡
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四
・
五

伝
国く

に

冬ふ

ゆ

等
筆
本　

特
大
の
河
内
本
、
南
北
朝
期
写
の
宇
治
十
帖
の
う
ち
六
帖

　

宇
治
十
帖
の
う
ち
の
六
帖
分
が
伝
存
。
総
角
巻
の
み
伝
津
守
国
冬
筆
、
他
の
東
屋
・

浮
舟
・
蜻
蛉
・
手
習
・
夢
浮
橋
巻
は
伝
西
山
慈
寛
筆
。
南
北
朝
時
代
を
下
ら
ぬ
書
写
。

本
文
は
河
内
本
。『
源
氏
物
語
大
成
』
校
異
篇
に
採
用
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
書
物
と

し
て
の
姿
を
含
め
た
全
貌
が
明
ら
か
と
な
る
の
は
今
回
が
初
。
す
な
わ
ち
各
帖
縦
三
十

二
㎝
に
届
か
ん
と
す
る
格
別
の
大
型
本
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
書
型
、
ま
た
河
内
本
の

本
文
を
有
す
る
点
で
、
尾
張
徳
川
家
旧
蔵
本
や
、
近
年
注
目
を
集
め
る
伝
藤
原
為
家
筆

本
（
零
本
・
断
簡
と
し
て
現
存
）
と
の
親
近
性
・
関
連
性
が
俄
然
注
目
さ
れ
て
く
る
。
読
解

を
助
け
る
朱
点
や
種
々
の
注
記
も
施
さ
れ
て
お
り
、『
源
氏
物
語
』
を
ど
の
よ
う
に
読
も

う
と
し
、
読
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
垣
間
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
非
常
に
有
益

に
し
て
示
唆
に
富
ん
だ
古
写
本
で
あ
る
。

現
存
最
古
の
『
源
氏
物
語
』
注
釈
書
、
南
北
朝
期
写
の
重
要
古
写
本

　

藤
原
伊
行
に
よ
る
本
書
は
現
存
最
古
の
『
源
氏
物
語
』
注
釈
書
。
現
存
す
る
伝
本
は

実
質
四
本
の
み
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
四
本
の
い
ず
れ
に
も
多
大
な
本
文
異
同
が
存
す
る
。

そ
れ
ら
の
う
ち
の
一
本
た
る
前
田
家
本
は
伝
二
条
為
定
筆
の
枡
形
本
一
帖
、
南
北
朝
時

代
の
書
写
で
あ
り
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
と
同
じ
か
ほ
ぼ
そ
れ
に
次
ぐ
古
写
と
な

る
。
し
か
も
四
本
中
で
最
も
記
載
量
が
多
い
と
い
う
点
で
性
格
や
位
置
づ
け
を
巡
っ
て

の
議
論
も
存
し
、
絶
対
的
な
説
を
見
な
い
。
他
本
は
さ
て
お
き
、
前
田
家
本
そ
れ
自
体

で
も
、
注
の
一
部
と
し
て
和
歌
等
が
引
か
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
空
行
（
欠
落
）
状
態
に

な
っ
て
い
た
り
、
明
白
な
後
補
料
紙
が
挿
入
さ
れ
て
い
て
そ
こ
に
脱
落
が
存
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
た
り
と
、
原
本
そ
れ
自
体
の
姿
を
視
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
自
覚
化

さ
れ
問
題
化
さ
れ
得
る
箇
所
が
随
所
に
存
す
る
。
今
回
の
影
印
は
『
源
氏
物
語
釈
（
源
氏

釈
）』
に
関
す
る
い
っ
そ
う
の
厳
密
精
緻
な
研
究
の
進
展
を
も
た
ら
し
得
る
は
ず
で
あ
る
。

六

源
氏
物
語
釈　
〔
解
説
〕
久
保
木
秀
夫

〔
解
説
〕
久
保
木
秀
夫総角
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河
内
方
に
よ
る『
源
氏
物
語
』研
究
を
集
大
成
し
た
注
釈
書
、
室
町
後
期
写

原
中
最
秘
抄

　

源
光
行
の
残
し
た
『
水
原
抄
』
草
稿
（
佚
書
）
を
子
の
親
行
が
ま
と
め
、
孫
の
聖
覚
、

曽
孫
の
行
阿
等
が
加
筆
し
た
河
内
方
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
研
究
を
集
大
成
し
た
注
釈
書
。

伝
本
に
は
耕
雲
明
魏
（
花
山
院
長
親
）
が
抄
出
し
た
略
本
系
統
と
広
本
系
統
と
が
知
ら
れ

る
。
広
本
系
統
で
は
、
従
来
、
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
を
底
本
と
す
る
『
源
氏
物
語
大
成
』

翻
刻
が
多
く
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
同
本
は
戦
後
徳
島
県
立
光
慶
図
書
館
（
現
在
徳
島
県

立
図
書
館
）
の
火
災
に
て
焼
失
。
金
子
元
臣
氏
蔵
本
も
戦
火
に
失
わ
れ
、
現
存
す
る
広
本

系
統
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
本
と
本
書
の
み
。
両
本
は
同
時
期
の
書
写
で
あ
る
が
、

本
書
は
歴
博
本
の
誤
り
を
正
す
こ
と
が
で
き
る
点
が
少
な
く
な
く
貴
重
。

七

系
図
・
原げ

ん

中ち

ゅ

う

最さ

い

秘ひ

抄し

ょ

う　

『
源
氏
物
語
』
の
登
場
人
物
を
系
図
に
示
し
た
一
本
、
鎌
倉
中
期
写

源
氏
物
語
系
図 

　
『
源
氏
物
語
』
の
登
場
人
物
を
系
図
形
式
で
示
す
。
三
条
西
実
隆
が
青
表
紙
本
系
統
の

『
源
氏
物
語
』
に
対
応
さ
せ
る
べ
く
整
備
し
た
系
図
以
前
に
成
立
し
た
も
の
を
古
系
図
と

い
う
が
、
本
書
も
古
系
図
の
う
ち
の
一
本
。
序
文
、「
光
源
氏
系
図
」「
不
入
系
図
輩
等
」

「
此
外
有
哥
無
名
輩
等
」「
き
ぬ
の
い
ろ
を
人
ざ
ま
に
よ
り
て
さ
だ
め
た
る
事
」「
人
々
の

か
た
ち
を
は
な
に
よ
そ
へ
た
る
事
」「
ゐ
ど
こ
ろ
の
事
」
及
び
巻
名
目
録
か
ら
構
成
さ

れ
、
諸
本
中
で
も
よ
く
整
備
さ
れ
た
伝
本
。
所
載
人
数
は
先
行
す
る
九
条
家
本
（
東
海

大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
）
に
比
し
て
増
補
さ
れ
、
人
物
の
名
称
も
変
更
さ
れ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
中
期
写
。
伝
二
条
為
氏
筆
。
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
冷
泉
為
綱
加
証
奥
書
本
。

『
源
氏
物
語
大
成
』
に
翻
刻
が
あ
る
。

〔
解
説
〕
伊
倉
史
人



尊経閣善本影印集成【第 12 輯 平安文学 全 １０ 冊】★定期予約・分売予約募集！

【好評既刊】 図書館・研究室必備のシリーズ！　★各冊分売いたします

第 1輯 儀 式 書 全 12 冊（モノクロ網目版）	 　� （セット品切）　ISBN4-8406-2291-4
　①～⑥西宮記／⑦～⑨北山抄（品切）／⑩～⑫江次第

第 2輯 類　　　書 全 5冊（二色刷）	 � （セット品切）　ISBN4-8406-2292-2
　⑬秘府略／⑭～⑯二中歴・掌中歴（⑭品切）／⑰拾芥抄（品切）

第 3輯 古 辞 書 全 8冊（二色刷）	 � （セット品切）　ISBN4-8406-2293-0
　⑱⑲色葉字類抄（品切）／⑳節用集／�～�字鏡集／�温故知新書・童蒙頌韻

第 4輯 古 代 史 籍 全 9冊（二色刷）� セット定価 286,000 円（10％税込）　ISBN4-8406-2294-9

　�日本書紀／�～�釈日本紀／�古事記／�古語拾遺／�～�類聚国史

第 5輯 古代法制史料 全 5冊（二色刷）� セット定価 163,900 円（10％税込）　ISBN4-8406-2295-7

　�交替式・法曹類林／�政事要略／�～�類聚三代格

第 6輯 古 代 説 話 全 6冊（二色刷）� セット定価 151,800 円（10％税込）ISBN978-4-8406-2296-7

　�日本霊異記 ／�三宝絵・日本往生極楽記／�新猿楽記／�三宝感応要略録／�江談抄／�中外抄

第 7輯 平安鎌倉儀式書 全 10 冊（二色刷）� セット定価 257,400 円（10％税込）ISBN978-4-8406-2297-4

�内裏式／�本朝月令要文・小野宮故実旧例・年中行事秘抄／�雲図鈔／�無題号記録（『院御書』）・春玉
秘抄／�春除目抄・京官除目次第・県召除目記／�禁秘御抄／�局中宝／�夕拝備急至要抄・参議要抄／�
羽林要秘抄・上卿簡要抄／�消息礼事及書礼事・大臣二人為尊者儀・大要抄・大内抄・暇服事

第 8輯 平安古記録 全 11 冊（高精細カラー版）� セット定価 393,800 円（10％税込）ISBN978-4-8406-2298-1

　�～�小右記／�水左記／�台記〔宇槐記抄・宇槐雑抄・台記抄〕

第 ９輯 鎌倉室町古記録 全 10 冊（高精細カラー版）� セット定価 398,200 円（10％税込）ISBN978-4-8406-2299-8

�～�実躬卿記／�実躬卿記・宣陽門院御落飾記・後愚昧記（山門嗷訴記・実豊卿記）／�公秀公記・実隆公記・
建治三年記／�外記日記新抄／�外記日記新抄・享禄二年外記日記／��碧山日録／�蔗軒日録・盲聾記

第 10 輯 古 文 書 全 12 冊（高精細カラー版）� セット定価 379,500 円（10％税込）ISBN978-4-8406-2300-1

　�武家手鑑 付旧武家手鑑／�～�尊経閣古文書纂 諸家文書・社寺文書・編年雑纂文書

第 11 輯 絵　　　巻 全 4冊（高精細カラー版）� セット定価 134,200 円（10％税込）ISBN978-4-8406-2611-8

　�荏柄天神縁起／��一遍聖絵／�豊明絵草紙・祭礼草紙（2025 年 9 月完結）

※
各
輯
在
庫
は
２
０
２
５
年
９
月
時
点
で
の
情
報
で
す
。

　

最
新
情
報
は
小
社
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第
６
回
配
本
〔
２
０
２
７
年
３
月
〕�

2393-3

�

土
佐
日
記�

予
価
二
六
、四
〇
〇
円
（
本
体
二
四
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

第
２
回
配
本
〔
２
０
２
６
年
３
月
〕�

2394-0

�

枕

草

子
一

予
価
三
三
、〇
〇
〇
円
（
本
体
三
〇
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

第
３
回
配
本
〔
２
０
２
６
年
６
月
〕�

2395-7

�

枕

草

子
二�

�

予
価
三
七
、四
〇
〇
円
（
本
体
三
四
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

第
１
回
配
本
〔
２
０
２
５
年
12
月
〕�

2396-4

�
源
氏

物
語
一
定
家
本�

　

予
価
二
七
、五
〇
〇
円
（
本
体
二
五
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

第
４
回
配
本
〔
２
０
２
６
年
９
月
〕�

2397-1

�
源
氏

物
語
二
伝
為
家
筆
本
㈠�

　

予
価
三
〇
、八
〇
〇
円
（
本
体
二
八
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

※
冊
次
と
配
本
順
は
異
な
り
ま
す
。

※
各
冊
予
価
は
２
０
２
５
年
９
月
時
点
で
の
設
定
で
す
。

　

最
新
情
報
は
小
社
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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第
５
回
配
本
〔
２
０
２
６
年
12
月
〕�

2398-8

�
源
氏
物
語
三
伝
為
家
筆
本
㈡

伝
為
氏
筆
本
　�

　

予
価
三
〇
、八
〇
〇
円
（
本
体
二
八
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

第
７
回
配
本
〔
２
０
２
７
年
６
月
〕�
2399-5

�
源
氏
物
語
四
伝
国
冬
等
筆
本
㈠�

　

予
価
四
〇
、七
〇
〇
円
（
本
体
三
七
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

第
８
回
配
本
〔
２
０
２
７
年
９
月
〕�

2400-8

�
源
氏
物
語
五
伝
国
冬
等
筆
本
㈡�

　

予
価
三
六
、三
〇
〇
円
（
本
体
三
三
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

第
10
回
配
本
〔
２
０
２
８
年
３
月
〕�

2411-4

101
源
氏

物
語
六
源
氏
物
語
釈�

　

予
価
三
三
、〇
〇
〇
円
（
本
体
三
〇
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

第
９
回
配
本
〔
２
０
２
７
年
12
月
〕�

2412-1

102
源
氏
物
語
七
系
図
・
原
中
最
秘
抄�

　

予
価
三
七
、四
〇
〇
円
（
本
体
三
四
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

★
高
精
細
カ
ラ
ー
版　

★
３
ヶ
月
毎
配
本
・
各
冊
分
売
可　

★
B‌

5
判
（
�
�
は
菊
倍
判
二
段
組
）・
上
製
・
貼
函
入
・
平
均
約
二
六
〇
頁

★
セ
ッ
ト
予
価
三
三
三
、三
〇
〇
円
（
本
体
三
〇
三
、〇
〇
〇
円
＋
税
）�

　

IS
B
N
978-4-8406-2612-5

（
セ
ッ
ト
）

★
各
冊
平
均
予
価
三
三
、三
三
〇
円
（
本
体
三
〇
、三
〇
〇
円
＋
税
）

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編

【
編
集
委
員
・
解
説
】

伊
倉
史
人
・
久
保
木
秀
夫
・
高
田
信
敬

尊経閣善本影印集成
Webサイト
➡

※I SBN

下
５
桁
↓


